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題とするのはこの「確定」の論理的説明である。 R. G. ホートリーはもっと
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はこの点からは金本位制(広義の)というには当らなu、金 1オ Y ス=351りレ
を価格標準とする貨幣制度が金本位制でないことは云うまでもない。
現代の貨幣制度はこれまで述べた金本位制の核心たる価格標準確定のメカユ
ヌコ、の変容にあると思われる。それは価格の硬直性，あるいは管理価格といわ
れるものと無関係ではありえない。もし，管理通貨制が金本位制と対立すると
するなら，それは価格標準確定のメカユズムが金本位制の「自由放任1による
規定から人為的に管理統制されたメカユズムの変容にあることは確かである。
